
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 9/21（水）は定款による休会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

THE ROTARY CLUB OF TAKATSUKI  国際ロータリー 第２６６０地区 

  

  

高槻ロータリークラブ 
２０１６～２０１７ 

WEEKLY BULLETIN 

四つのテスト 

Ⅰ．真実かどうか 

Ⅱ．みんなに公平か 

Ⅲ．好意と友情を深めるか 

Ⅳ．みんなの為になるかどうか 

事務所 オーロラモール高槻西武６階 〒569-1116 高槻市白梅町 4-1 

    TEL 072-683-1158 FAX 072-683-1174 

    E-mail takatsuki.rc@bird.oce.ne.jp 

例会日 毎週水曜日 12:30～13:30 

例会場 オーロラモール高槻西武６階 多目的ホール TEL 072-684-5379 

創 立 1954 年 6 月 15 日 

会長 藤井敏雄 幹事 入谷治夫 クラブ運営委員長 小阪大輔 会報担当副委員長 山室匡史 

 

◎ソング･･･手に手つないで 

◎卓話 私の履歴書 

    スピーカー･･･深野 裕一君 

           上村富美男君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3041 回 本日（8/31）の例会 

（  ）の例会 

 

◎国 歌･･･君が代 

◎ソング･･･奉仕の理想 

◎誕生、結婚、入会記念御祝 

◎創業記念御祝 

◎委員会例会 

◎例会後の行事  9 月度定例理事会 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3042 回 次週（9/7）の例会 

No. 8 2016 年 8 月 31 日 発行 

ジョン・Ｆ・ジャーム RI 会長 

 

 

人類に奉仕するロータリー  ROTARY SERVING HUMANITY 

会員数 出席者数 出席率 

50 名 40 名 89.96 ％ 

前々回例会補正後出席率  95.83  ％ 

但し、 Mup 4 名   欠席者  2 名 

出席規定摘用免除有資格者   3  名 

 

 

 

 

 

 

◎出席報告 

◎ゲスト・ビジター           計 1 名 

   日本たばこ産業㈱医薬総合研究所 

        副所長  早川 博之 様 

 ◎会長の時間 

「組織強化について」 

今年のオリンピックは、大変に盛り上がりました。

国民の期待を背に重圧に耐え、若い人たちが一生懸命

に戦っていました。そこにドラマと感動が生まれまし

た。なぜ、このような連帯感と高揚感が生まれるので

しょうか。勿論、我々が日本人だからですが、国が究

極の組織の姿であるとすればうまく表現できません

が、組織の持つ凄さのようなものを感じました。 

 そこで今日のテーマは、組織強化についてです。今

月は「組織強化月間」ですので、RI 会長 ジョン ジャ

ームさんからメッセージが届いています。少し抜萃し

て、ご紹介いたします。 

 私は、ロータリーの道を歩み始めてから出あった多

くのロータリアンからご支援とご指導をいただいたお

かげで、道を踏み外さずに歩んでくることができまし

た。私が、今の自分でいられるのはロータリーのおか

げです。ロータリーファミリーの一員であることは、

自分より大きな存在の一部であること、つまり人類た

めに皆で力を合わせて偉大なことを成し遂げる、多様

でグローバルなチームの一員であるということです。 

 ロータリーの「会員増強、新クラブ結成推進月間」

である 8 月、皆様がロータリーへの道を歩むことにな

った当時を振り返るだけでなく、皆様が歩まれたその

道を、さらに多くの人々に開くことを検討ください。

入会の魅力を示すことが重要です。地域社会を大切に 

先週（8/24）の例会から 

８月は会員増強・新クラブ結成推進月間 

mailto:takatsuki.rc@bird.oce.ne.jp


 

 

 

 

 

 

 

  

し、世界をより良い場所にしたいと感じているロータ

リアン候補者は必ずいます。 

 今月は、地域社会を改善し、全人類のためにより良

い世界を築くための資質と意志を有する人たちのチ

ーム育成を、皆さま全員の念頭に置いていただくよう

お願いします。力を合わせれば、より多くを達成でき

ます。 

私なりの解説を加えさせていただきますと、ジョン

ジャーム会長は３つの事を言っておられます。１つ

は、自分のロータリー生活は幸せである。其れはたく

さんの人に支えられてきたこと。そして自分より大き

な存在、つまり皆で力を合わせれば大きなことを成し

遂げられる組織の一員であることの誇り。２つ目は、

みんなが感じているロータリーの魅力をより多くの

人と共有化（入会のすすめ）して欲しい。最後に、新

しい人たちとチームを組んで地域社会を改善し、さら

に全人類のためにより良い世界を築きましょう。 

私は、会員増強について財務の見地からお話してき

ました。その精神的なバックボーンを RI 会長が示さ

れました。今、理事会では会員増強について１０月に

２人３脚を企画しています。どうか皆さんのご協力を

お願いいたします。 

 

 
◎幹事報告 

・12 月開催の地区大会のご案内を皆様のポケットに入

れておりますので、出欠につきまして事務局へ提出

下さい。回覧も回します。締切は 9月 25 日です。 

・新入会員選考（池内会員後任 早川博之様）を皆様

のポケットへ入れております。異議のある方は 7日

以内にお申し出ください。 

・高槻西ＲＣより例会変更のお知らせが届いておりま

す。25 日（木）は親睦移動例会につき、例会場が変

更になっており、ビジター受付は行いません。 

◎委員会報告 

○クラブ運営委員会         小阪 大輔 

 27 日（土）夏の家族親睦会が開催されます。バス

でお越しの方は、15 時 15 分に西武百貨店前 京都

銀行付近より山水館へのバスが出ますので、ご乗

車ください。バーベキューの開始時間は16時です。

よろしくお願いいたします。 

〇職業奉仕委員会          小山 彰夫 

 8 月 20 日地区の職業奉仕合同勉強会が開催され出

席してまいりました。当日、バズセッションにて

討論をいたしましたが、趣旨としては各クラブに

て年１、２回は職業奉仕について検討してほしい

とのことでした。職業奉仕と言えば、出前授業、

職場体験、職場見学、優良従業員などがあります

が、10～11 月に開催するクラブ内の事業にご参加

いただければ、少しは職業奉仕の根幹をご理解い

ただけるのではないかという内容を企画しており

ますので、奮ってのご参加をよろしくお願いいた

します。 

※卓話の前に内本青少年奉仕委員長より 

インターアクト海外研修に参加された高槻中学校・

高等学校インターアクトクラブ安部会長から研修の

報告が届きました。残念ながら本日は、夏期講習中

のため例会には来られませんでしたので、皆様の各

ポケットに配布いたしました。また、ロータリーク

ラブ宛にお礼状も届いておりましたので、披露しま

した。 

◎卓 話              朝倉 通憲 

 RI 第 2660 地区インターアクトクラブ海外研修 

                    参加報告 

・日程 2016 年 8 月 2 日（火）～5 日（金）3 泊 4 日 

・訪問先 フィリピン セブ島 

・参加者 総勢 92 名 
インターアク

ター  48名 
顧問教諭

9名 
提唱 RC 

    34 名 
ガナバー事務所  

1 名 

浪速 IAC 
    5名 

 同 
  2 名 

大阪帝塚山 RC 
     9名 

 

清風 IAC 
    6名 

 同 
  1 名 

大阪南 RC 
     1名 

 

大阪桐蔭IAC 
    6名 

 同 
  1 名 

大東 RC  
     6名 

 

四天王寺IAC 
   10 名 

 同 
  1 名 

大阪天王寺 RC 
     6名 

 

金光八尾IAC 
    6名 

 同 
  1 名 

八尾 RC 
     4名 

 

相愛 IAC 
    5名 

 同 
  1 名 

大阪 RC 
     4名 

 

大阪国際 
 大和田IAC 
    5名 

 
 同 
  1 名 

 
守口ｲﾌﾞﾆﾝｸﾞ RC 
     2名 

 

高槻 IAC 
    5名 

 同 
  1 名 

高槻 RC 
     2名 

 

 
【インターアクトクラブの目的・目標】 
〇目的 

インターアクトクラブは、奉仕と国際理解に貢献す
る世界的友好精神の中で、相共に活動する機会を青
少年に与えるために結成されるものであり、ロータ
リークラブは、次世代を担う青少年達が行う地域社
会の奉仕と国際理解を深める活動に対し、自立性溢
れる生き生きとした活動環境をサポートし、指導力
の更なる養成を目指します。 

〇目標 
 その目標とするところは 
① 建設的な指導力を養成し自己の完成を図ること 
② 他人に対する思いやりと、他人の力になる心構

えを奨励し、これを実践すること 
③ 家庭と家族の重要性に対する認識を涵養するこ

と 
④ 個人の価値を認める考え方に立脚して、他人の

権利を尊重する観念を養うこと 
⑤ 個人的成功のためにも、地域社会のためにも、

さらには団体としての実績を上げるためにも、
各人が責任を負うことがその基本であると強調
すること 

⑥ すべての有用な職業は社会に奉仕する機会であ
るとして、その品位と価値を認識すること 

⑦ 地域社会、国家及び世界の問題についての知識
と理解を深める機会を提供すること 

⑧ 国際社会と全人類に対する善意を増進するため
に、個人としてまた団体として、進むべき道を
切り開くこと         （手続要覧） 

【共に活動を】 
ロータリアンは、インターアクトとどのように付き
合えばいいのか。 

 ロータリークラブは、各種社会奉仕活動を秩序立て
るために、その提唱するインターアクトクラブその
他のグループと緊密に協力することとされている
（社会奉仕に関する 1992 年声明～手続要覧）。この
ようにロータリークラブとインターアクトクラブは
協力しあって活動することが望まれている。 

 年齢が離れすぎて、戸惑うことも少なくはない。そ
んな時は若いロータリアンが仲に入って、世代間の 

 



                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 

7 
委員長会議報告 

（浜田、石田、小山、内本） 
定例理事会 基本的教育と識字率向上月間 

14 卓話（田渕）ガバナー補佐訪問   /ロータリーの友月間 

21 定款による休会   社会奉仕委員会担当月間 

28 ブキビンタン訪問報告（浜田）     

10 

5 ガバナー公式訪問 定例理事会 経済と地域社会の発展月間 

12 外部卓話（金田会頭）   /米山月間 

19 外部卓話 (卓話者未定)   職業奉仕委員会担当月間 

26 卓話（白石、早川） ２人３脚 秋のライラ 10/8～10/10 

11 

2 委員会例会 定例理事会 ロータリー財団月間 

9 卓話（井前） ｻﾝﾄﾘｰ工場見学会  国際奉仕委員会担当月間 

16 外部卓話（高槻高校 岩井校長）     

23 祝日休会     

30 卓話（西本）（川面）     

 

◎ニコニコ箱報告 
・先週は休みをいただきありがとうございました。 
 朝倉さん、入谷さんインター―アクトの付添いあり 

がとうございました。         藤井君 
・後任の早川をよろしくお願いいたします。池内君 

 

        本日の合計  ￥ 10,000 - 

      7/1 よりの累計  ￥ 421,000– 

 

◎米山記念奨学会への寄付 

  川脇 健 君  ￥5,000- 

 

    7/1 よりの累計  ￥ 147,500- 

          会員より ￥ 25,000- 

         クラブより ￥122,500- 

          一人当たり平均 ￥3,010- 

 

 

２０１６～２０１７年度例会プログラム 

橋渡しをするなど新しいつながりが生まれるで
あろう 

【海外研修の意義・目的】 
 21 世紀の若者を育成するため、ゆたかな人間性
とリーダーシップを養うことを目標に、国際交
流や体験を通して、国際理解、国際親善といっ
た国際感覚を身に付けること（前記目標の⑧）。 

 その内容は、訪問国について歴史や文化等を学
習することであり、現地の学校を訪問して交流
を深めることにある。 

 

 

 

ソオン小学校でのバンカルハイスクールとの交流会 

カラウイサン小学校での折り紙交換会 


